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(57)【要約】
本発明の観察装置（１００）は、試料（Ａ）を支持する
ステージ（２）と、試料（Ａ）の下方に配置され照明光
を上方へ向けて射出する光源部（３）と、試料（Ａ）の
下方に配置され試料（Ａ）を撮影する撮影部（４）と、
光源部（３）および撮影部（４）を水平方向に移動させ
て撮影部（４）による撮影位置を所定の撮影範囲内で変
更する撮影位置移動部（６）と、所定の撮影範囲内の撮
影位置に応じて撮影部（４）に対する光源部（３）の位
置を変更する光源移動部（７）とを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試料を支持するステージと、
　該ステージによって支持された前記試料の下方に配置され、該試料を照明する照明光を
上方へ向けて射出する光源部と、
　前記ステージによって支持された前記試料の下方に配置され、該試料を撮影する撮影部
と、
　前記光源部および前記撮影部を水平方向に移動させて前記撮影部による撮影位置を所定
の撮影範囲内で変更する撮影位置移動部と、
　前記所定の撮影範囲内の前記撮影位置に応じて前記撮影部に対する前記光源部の位置を
変更する光源移動部とを備える観察装置。
【請求項２】
　前記光源部および前記撮影部を保持し、前記水平方向に並進移動可能かつ鉛直方向の回
転軸回りに回転可能な保持部を備え、
　前記撮影位置移動部は、前記保持部を前記水平方向に並進移動させ、
　前記光源移動部は、前記保持部を前記回転軸回りに回転させる請求項１に記載の観察装
置。
【請求項３】
　前記撮影部を保持し、前記水平方向に並進移動可能な第１の保持部と、
　前記光源部を保持し、前記撮影部の周囲を鉛直方向の回転軸回りに回転可能な第２の保
持部とを備え、
　前記撮影位置移動部が、前記第１の保持部を前記水平方向に並進移動させ、
　前記光源移動部が、前記第２の保持部を前記回転軸回りに回転させる請求項１に記載の
観察装置。
【請求項４】
　前記撮影部が、短辺および該短辺よりも長い長辺を有する長方形の撮像面を有する２次
元撮像素子を備え、
　前記光源移動部は、前記撮像面の前記長辺の略中央と前記長辺に垂直な方向に並ぶ位置
に前記光源部を移動させる請求項３に記載の観察装置。
【請求項５】
　前記光源部が、前記照明光を発する光源本体と、該光源本体から発せられた照明光を収
斂するレンズと、該レンズによって収斂された照明光を拡散させる拡散板とを備える請求
項１から請求項４のいずれかに記載の観察装置。
【請求項６】
　前記ステージの上方に配置され、前記光源部から射出された前記照明光を下方へ向かっ
て反射する反射部を備える請求項１から請求項５のいずれかに記載の観察装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、観察装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、培養容器の底面に接着した細胞をインキュベータ内で培養しながら観察する観察
装置が知られている（例えば、特許文献１参照。）。特許文献１には、細胞に照明光を照
射する光源部および細胞を撮影する撮影部の両方が試料の下方に配置され、光源部と撮影
部を一体的に水平方向に移動させて照明位置および撮影位置を変更する構成が開示されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００５－３２６４９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の観察装置において、光源部が位置する側に撮影位置を移動
したときに光源部が周囲の部材と干渉しないように、光源部および撮影部が移動するため
のスペースを光源部の寸法の分だけ水平方向に広く確保する必要があり、小型化すること
が難しいという不都合がある。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、装置を大型化させることなく
、細胞等の試料を観察することができる観察装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するため、本発明は以下の手段を提供する。
　本発明の一態様は、試料を支持するステージと、該ステージによって支持された前記試
料の下方に配置され、該試料を照明する照明光を上方へ向けて射出する光源部と、前記ス
テージによって支持された前記試料の下方に配置され、該試料を撮影する撮影部と、前記
光源部および前記撮影部を水平方向に移動させて前記撮影部による撮影位置を所定の撮影
範囲内で変更する撮影位置移動部と、前記所定の撮影範囲内の前記撮影位置に応じて前記
撮影部に対する前記光源部の位置を変更する光源移動部とを備える観察装置である。
【０００６】
　本発明によれば、ステージに支持され光源部からの照明光によって照明された試料が撮
影部によって撮影される。また、撮影位置移動部によって光源部および撮影部を移動させ
て照明位置および撮影位置を変更することにより、異なる位置における試料が撮影される
。したがって、撮影部の視野よりも広い撮影範囲の試料を観察することができる。
【０００７】
　この場合に、撮影範囲内の撮影位置に応じて撮影部に対する光源部の位置が光源移動部
によって変更される。すなわち、撮影位置が撮影範囲内の端部またはその近傍であるとき
に、撮影範囲に対応する撮影部の移動範囲の内側に光源部が位置するように、光源部の位
置が変更される。これにより、撮影部および移動部を移動させるための移動スペースを、
光源部用のスペースを考慮して撮影部の移動範囲よりも余分に確保する必要がないので、
移動スペースを撮影範囲と同等の最小限の寸法に抑えることができ、装置を小型化するこ
とができる。
【０００８】
　上記態様においては、前記光源部および前記撮影部を保持し、前記水平方向に並進移動
可能かつ鉛直方向の回転軸回りに回転可能な保持部を備え、前記撮影位置移動部は、前記
保持部を前記水平方向に並進移動させ、前記光源移動部は、前記保持部を前記回転軸回り
に回転させてもよい。
　このようにすることで、保持部の回転によって撮影部に対する光源部の位置を変更した
ときに、撮影部と光源部との相対位置関係は変換しない。これにより、いずれの撮影位置
で取得された画像においても照明条件を同一にすることができる。
【０００９】
　上記態様においては、前記撮影部を保持し、前記水平方向に並進移動可能な第１の保持
部と、前記光源部を保持し、前記撮影部の周囲を鉛直方向の回転軸回りに回転可能な第２
の保持部とを備え、前記撮影位置移動部が、前記第１の保持部を前記水平方向に並進移動
させ、前記光源移動部が、前記第２の保持部を前記回転軸回りに回転させてもよい。
　このようにすることで、光源部を撮影部の周囲で回転移動させて撮影部に対する光源部
の位置を変更したときに、試料に対する撮影部の姿勢は変化しないので、光源部の位置の
変更に伴う画像内の試料の像の回転が生じない。これにより、いずれの撮影位置において
も試料の像の向きが同一の画像を取得することができる。
【００１０】
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　上記態様においては、前記撮影部が、短辺および該短辺よりも長い長辺を有する長方形
の撮像面を有する２次元撮像素子を備え、前記光源移動部は、前記撮像面の前記長辺の略
中央と前記長辺に垂直な方向に並ぶ位置に前記光源部を移動させてもよい。
　撮像面の各位置と光源部との相対位置関係に応じて撮像面の各位置への光の入射条件が
異なることにより、画像には明るさの差が生じ得る。光源部を撮像面の長辺に沿う方向に
おいて該長辺の略中央に配置することによって、撮像面の光源部から近い位置と遠い位置
との間での光の入射条件の差が小さくなり、画像内の明るさの差を低減することができる
。
【００１１】
　上記態様においては、前記光源部が、前記照明光を発する光源本体と、該光源本体から
発せられた照明光を収斂するレンズと、該レンズによって収斂された照明光を拡散させる
拡散板とを備えていてもよい。
　このようにすることで、光源から発散光束として発せられる照明光をレンズによって収
斂することによって、照明光による試料の照明効率を向上してより明るい画像を得ること
ができる。また、拡散板によって照明光を拡散させることによって、照明光に含まれる明
るさムラを低減し、照明ムラの低減された画像を得ることができる。
【００１２】
　上記態様においては、前記ステージの上方に配置され、前記光源部から射出された前記
照明光を下方へ向かって反射する反射部を備えていてもよい。
　このようにすることで、反射部によって反射された照明光が試料に上方から照射され、
試料を透過した照明光が撮影部に入射することにより、試料が撮像される。反射部を設け
ることによって、試料を収容する容器の上板によって照明光を反射する構成と比較して、
光源部から射出された照明光のうち試料の照明に寄与する割合を高めて照明効率を向上す
ることができる。また、光源部と反射部との間の距離および撮影部と反射部との間の距離
が容器の種類に依らずに一定となるので照明特性を安定させることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、装置を大型化させることなく、細胞等の試料を観察することができる
という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る観察装置に容器を搭載した状態を示す縦断面図で
ある。
【図２】図１の観察装置の内部構造を示す平面図である。
【図３】図１の観察装置の機能ブロック図である。
【図４】図１の観察装置の光源部および撮影部の動作を説明する図である。
【図５】本発明の第２の実施形態に係る観察装置に容器を搭載した状態を示す縦断面図で
ある。
【図６】図５の観察装置の機能ブロック図である。
【図７】図５の観察装置の光源部および撮影部の動作を説明する図である。
【図８】撮像素子に入射する照明光の入射角を説明する図である。
【図９】本発明の第１および第２の実施形態に係る観察装置の変形例を示す図である。
【図１０】本発明の第１および第２の実施形態に係る観察装置の他の変形例を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
（第１の実施形態）
　本発明の第１の実施形態に係る観察装置１００について図面を参照して以下に説明する
。
　本実施形態に係る観察装置１００は、図１および図２に示されるように、試料Ａを収容
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した容器１を支持するステージ２と、ステージ２の下方において水平方向に間隔をあけて
配置された光源部３および撮影部４と、光源部３および撮影部４を保持する可動台（保持
部）５と、該可動台５を水平方向に移動させて撮影部４による撮影位置を変更する撮影位
置移動部６と、撮影部４に対する光源部３の位置を変更する光源移動部７とを備えている
。
【００１６】
　容器１は、細胞培養用のフラスコまたはディッシュのような、全体的に光学的に透明な
材料から形成された閉鎖容器であり、互いに対向する上板１ａおよび底板１ｂを有する。
上板１ａには、光源部３からの照明光を下方へ反射するための反射面が設けられている。
試料Ａは、例えば、底板１ｂに接着し培地Ｂ中で培養される細胞である。
【００１７】
　ステージ２は、水平に配置される平板状の部材からなり、ステージ２上に容器１が載置
される。ステージ２は、照明光を透過させるように光学的に透明な材質、例えばガラスか
らなる。本実施形態において、ステージ２は、直方体状の密閉容器からなる筐体８の天板
から構成されており、該筐体８内に光源部３、撮影部４、可動台５、撮影位置移動部６お
よび光源移動部７が収容されている。
【００１８】
　光源部３は、ＬＥＤのような光源本体３ａを有し、該光源本体３ａから斜め上方に向け
て照明光を発する。光源部３から発せられた照明光は、ステージ２および容器１の底板１
ｂを透過し、容器１の上板１ａの反射面において下方へ反射される。これにより、試料Ａ
には、上方から下方へ向かって照明光が照射されるようになっている。
【００１９】
　撮影部４は、光軸が略鉛直方向に沿うように配置され照明光を集光する対物レンズ４１
と、該対物レンズ４１によって結ばれた試料Ａの像を撮影して画像信号を取得する撮像素
子４２とを備えている。
　対物レンズ４１は、上板１ａによって反射され、試料Ａ、底板１ｂおよびステージ２を
透過した照明光が入射する位置に配置されている。対物レンズ４１の焦点は、図示しない
焦点調節機構によって光軸方向に移動可能となっている。焦点位置の調節が不要となるよ
うに、大きな被写界深度を有する対物レンズ４１を使用してもよい。
【００２０】
　対物レンズ４１は、容器１の底板１ｂよりも狭い視野を有する。したがって、撮影部４
によって一度に観察される範囲は底板１ｂよりも狭い範囲となるが、後述するように撮影
位置移動部６によって撮影部４による撮影位置を移動することによって、広範囲の試料Ａ
を観察することができる。
　撮像素子４２によって取得された画像信号は、筐体８内に設けられた送受信部９によっ
て筐体８の外部に配置された装置に無線送信されてディスプレイに表示されるようになっ
ている。
【００２１】
　可動台５は、それぞれ円板状の部材からなり、厚さ方向に重ねて配置された固定部５１
および回転部５２を備えている。回転部５２は固定部５１上に配置され、回転部５２上に
光源部３および撮影部４が固定されている。回転部５２は、固定部５１の中心軸線に沿っ
て配置された回転軸５３回りに、図示しない回転ベアリングによって回転可能に支持され
ている。
【００２２】
　撮影位置移動部６は、直交配置された２つの直動機構６１，６２と、該直動機構６１，
６２を制御する制御部６３とを備え、可動台５をステージ２に沿う方向に２次元的に移動
可能に構成されている。
　第１の直動機構６１は、筐体８に固定されたガイドレール６１ａと、ガイドレール６１
ａに沿って第１の水平方向Ｘに移動可能に支持されたスライダ６１ｂと、スライダ６１ｂ
を移動させる駆動機構６１ｃとを備えている。駆動機構６１ｃは、Ｘ軸モータ６１ｄとボ
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ールネジ６１ｅとを備えている。
【００２３】
　第２の直動機構６２は、第１の直動機構６１のスライダ６１ｂに固定されたガイドレー
ル６２ａと、該ガイドレール６２ａに沿って第２の水平方向Ｙに移動可能に支持されたス
ライダ６２ｂと、スライダ６２ｂを移動させる駆動機構６２ｃとを備えている。駆動機構
６２ｃは、Ｙ軸モータ６２ｄとボールネジ６２ｅとを備えている。
【００２４】
　可動台５は、スライダ６２ｂ上に固定されており、第１の直動機構６１によって第１の
方向Ｘに並進移動し、第２の直動機構６２によって第２の方向Ｙに並進移動する。可動台
５は、ガイドレール６１ａ，６２ａの長さによって規定される所定の移動範囲内を移動可
能であり、撮影部４による撮影位置も、ガイドレール６１ａ，６２ａの長さによって規定
される所定の撮影範囲内で変更可能となっている。本実施形態においては、可動台５が筐
体８の各側壁の近傍まで移動することができるようにガイドレール６１ａ，６２ａが設け
られており、筐体８内の略全体が可動台５の移動範囲となっている。
【００２５】
　制御部６３は、図３に示されるように、送受信部９によって受信された指令信号に基づ
いて直動機構６１，６２のモータ６１ｄ，６２ｄを制御して、撮影部４による撮影位置を
指令信号が指定する位置へ移動させる。操作者は、ディスプレイに表示された画像とは異
なる撮影位置の画像を観察したいときに、撮影位置を所望の方向に移動させるための指令
信号を撮影位置入力手段２０を用いて送受信部９に送信することによって、撮影位置を変
更することができる。
【００２６】
　光源移動部７は、可動台５に設けられ、固定部５１に対して回転部５２を回転軸５３回
りに回転駆動するための回転モータ７ａおよびギヤ７ｂを備えている。回転モータ７ａの
作動によってギヤ７ｂが水平な軸回りに回転すると、ギヤ７ｂに接触する回転部５２が回
転軸５３を中心とする周方向に送られるようになっている。
【００２７】
　また、光源移動部７は、撮影範囲内における撮影位置に応じて回転モータ７ａを制御す
る制御部７ｃを備える。制御部７ｃは、撮影位置と可動台５の回転角とが対応付けられた
回転角テーブルを保持している。制御部７ｃは、送受信部９が指令信号を受信すると、指
令信号が指定する撮影位置と対応する回転角を回転角テーブルから読み出し、可動台５の
回転角が読み出された回転角と一致するように可動台５の回転を制御する。
【００２８】
　回転角テーブルにおいて、撮影範囲の端部またはその近傍の撮影位置に対応する回転角
は、撮影部４が撮影範囲の端に最も近づくような（すなわち、撮影部４が筐体８の側壁に
最も近づくような）角度に設定されている。したがって、図４に示されるように、撮影位
置が撮影範囲の端部またはその近傍であるときには、光源部３が撮影部４よりも撮影範囲
の内側に位置するように、回転部５２の回転角が調整される。図４において、図面を簡略
にするために一部の構成の図示を省略している。
【００２９】
　このように構成された本実施形態に係る観察装置１００の作用について以下に説明する
。
　観察装置１００は、ステージ２上に容器１を載置した状態でインキュベータ内に配置さ
れ、操作者が送信する指令信号に従ってインキュベータ内で撮影を実行してインキュベー
タの外部に配置された装置に画像信号を送信する。
【００３０】
　光源部３から発せられた照明光は、ステージ２および底板１ｂを透過し、上板１ａで反
射されることにより、細胞Ａを上方から照明する。細胞Ａを透過した照明光は、ステージ
２を介して筐体８内に入射し、対物レンズ４１によって集光される。そして、対物レンズ
４１によって形成された像が撮像素子４２によって撮影されて画像信号が取得される。画
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像信号は、送受信部９によってインキュベータの外部に配置された装置に無線送信されて
ディスプレイに表示される。これにより、操作者は、インキュベータ内で培養中の細胞Ａ
をインキュベータから取り出すことなく観察することができる。
【００３１】
　操作者は、底板１ｂ上の異なる位置の細胞Ａを観察したい場合には、撮影位置をいずれ
かの方向に移動させるための指令信号を送信する。撮影位置移動部６は、送受信部９にお
いて受信された指令信号に応答して、撮影部４による撮影位置が指令信号の指定する位置
に配されるように可動台５を直動機構６１，６２によって水平方向に並進移動させる。こ
のときに、撮影位置が撮影範囲の端部またはその近傍である場合には、図４に示されるよ
うに、撮影部４が筐体８の側壁側に位置し、光源部３が撮影部４よりも内側に位置するよ
うに、光源移動部７によって可動台５の回転部５２の回転角が調整される。
【００３２】
　このように、本実施形態によれば、撮影位置が撮影範囲の端部またはその近傍であると
きに、光源部３が撮影部４と筐体８の側壁との間に挟まれて光源部３が筐体８の側壁と干
渉することがないように撮影部４に対する光源部３の位置が調整されるので、撮影部４を
筐体８の側壁により近い位置まで移動させることが可能となる。これにより、撮影部４に
よる撮影範囲に対して可動台５の移動スペースを最小限に抑え、筐体８を水平方向に小型
化することができるという利点がある。特に本実施形態においては、ステージ２の水平方
向の寸法を撮影範囲と略同等に抑えることができる。また、光源部３および撮影部４の両
方をステージ２の下方に配置することによって、装置全体を高さ方向に小型化することが
できるという利点がある。
【００３３】
　また、光源部３と撮影部４とを一体的に回転させることによって、光源部３と撮影部４
との相対位置関係を維持したまま撮影部４に対する光源部３の位置が変更される。仮に光
源部３と撮影部４との相対位置関係が変化すると、対物レンズ４１および撮像素子４２へ
の照明光の入射条件が変化し、画像の明るさに変化が生じる。特に、後述する第２の実施
形態で説明するように、撮像素子４２の撮像面４２ａが短辺と長辺とを有する長方形状で
ある場合には、画像内の各位置の明るさは光源部３と撮像素子４２との相対位置関係に影
響される。本実施形態によれば、画像に明るさの変化を生じさせることなく、撮影部４に
対する光源部３の位置を変更することができる。
【００３４】
　本実施形態においては、可動台５の回転軸５３に対して略対称な位置に光源部３と撮影
部４が設けられているが、可動台５における光源部３と撮影部４との配置はこれに限定さ
れるものではない。例えば、撮影部４の中心を回転軸５３上に設け、光源部３を撮影部４
の周囲に設けてもよい。
【００３５】
（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態に係る観察装置２００について図面を参照して説明する
。本実施形態においては、第１の実施形態と異なる構成について説明し、第１の実施形態
と共通する構成については同一の符号を付して説明を省略する。
　本実施形態に係る観察装置２００は、光源部３および撮影部４を一体的に回転させるこ
とに代えて、光源部３を撮影部４の周囲で回転移動（公転）させることにより撮影部４に
対する光源部３の位置を変更するように構成されている点において、第１の実施形態と異
なっている。
【００３６】
　撮影部４は、図５に示されるように、スライダ６２ｂ上に固定された可動台（第１の保
持部）５０１に固定され、撮影位置移動部６による可動台５０１の並進移動によって撮影
部４による撮影位置が変更可能になっている。
　光源部３は、撮影部４の外側に配置された円筒状の回転筒（第２の保持部）１０に保持
されている。回転筒１０は、撮影部４の光軸と同軸に配置され、光軸回りに回転可能に可
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動台５０１に支持されている。回転筒１０が光軸回りに回転することによって、光源部３
が撮影部４の周囲を回転移動して撮影部４に対する光源部３の位置が変更されるようにな
っている。
【００３７】
　光源移動部７１は、可動台５０１に設けられ、回転筒１０を光軸回りに回転駆動するた
めの回転モータ７１ａおよびギヤ７１ｂを備えている。回転モータ７１ａの作動によって
ギヤ７１ｂが光軸に平行な軸回りに回転すると、ギヤ７１ｂに接触する回転筒１０が光軸
を中心とする周方向に送られるようになっている。
【００３８】
　光源移動部７１の制御部７１ｃは、図６に示されるように、撮影範囲内における撮影位
置に応じて回転モータ７１ａを制御する。制御部７１ｃは、撮影位置と回転筒１０の回転
角とが対応付けられた回転角テーブルを保持している。制御部７１ｃは、送受信部９が指
令信号を受信すると、指令信号が指定する撮影位置と対応する回転角を回転角テーブルか
ら読み出し、回転筒１０の回転角が読み出された回転角と一致するように回転筒１０の回
転を制御する。
【００３９】
　回転角テーブルにおいて、撮影範囲の端部またはその近傍の撮影位置に対応する回転角
は、撮影部４が撮影範囲の端に最も近づくような（すなわち、撮影部４が筐体８の側壁に
最も近づくような）角度に設定されている。したがって、図７に示されるように、撮影位
置が撮影範囲の端部またはその近傍であるときには、光源部３が撮影部４よりも撮影範囲
の内側に位置するように、回転筒１０の回転角が調整される。図７において、図面を簡略
にするために一部の構成の図示を省略している。
【００４０】
　本実施形態に係る観察装置２００によれば、送受信部９において指令信号が受信される
と、撮影位置移動部６は、指令信号に応答して、撮影部４による撮影位置が指令信号の指
定する位置に配されるように可動台５０１を直動機構によって水平方向に並進移動させる
。このときに、撮影位置が撮影範囲の端部またはその近傍である場合には、図７に示され
るように、撮影部４が筐体８の側壁側に位置し、光源部３が撮影部４よりも内側に位置す
るように、光源移動部７１によって回転筒１０の回転角が調整される。
【００４１】
　このように、本実施形態によれば、撮影位置が撮影範囲の端部またはその近傍であると
きに、光源部３が撮影部４と筐体８の側壁との間に挟まれて光源部３が筐体８の側壁と干
渉することがないように撮影部４に対する光源部３の位置が調整されるので、撮影部４を
筐体８の側壁により近い位置まで移動させることが可能となる。これにより、撮影部４に
よる撮影範囲に対して可動台５０１の移動スペースを最小限に抑え、筐体８を水平方向に
小型化することができるという利点がある。特に本実施形態においては、ステージ２の水
平方向の寸法を撮影範囲と略同等に抑えることができる。また、光源部３および撮影部４
の両方をステージ２の下方に配置することによって、装置全体を高さ方向に小型化するこ
とができるという利点がある。
【００４２】
　さらに、撮影部４に対する光源部３の位置を変更するときに、撮影部４は回転しないの
で試料Ａに対する撮影部４の向きは不変である。したがって、第１の実施形態とは異なり
、撮影部４に対する光源部３の位置の変更に伴って画像内で像が回転することがなく、全
ての撮影位置において試料Ａの像の向きが同一である画像を取得することができるという
利点がある。
【００４３】
　撮像素子４２は、短辺と、該短辺よりも長い長辺を有する長方形の撮像面４２ａを有す
る２次元撮像素子である。本実施形態においては、図７に示されるように、光源部３が撮
像素子４２の撮像面４２ａの長辺の略中央と該長辺に垂直な方向に並ぶ位置に配されるよ
うに、光源移動部７が光源部３を回転移動させることが好ましい。この場合、光源移動部
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７は、回転筒１０を１８０°単位で回転移動させて、撮像素子４２を短辺方向に挟む２つ
の位置の間で光源部３を移動させる。
【００４４】
　試料Ａへの光の入射角が対物レンズ４１の光の取り込み角よりも大きくなると、対物レ
ンズ４１内を撮像素子４２まで透過する光の比率が低下し、画像が暗くなる。図８に示さ
れるように、撮像面４２ａ内で光源部３から遠い位置ほど、試料Ａの入射角が大きい光が
到達するため、画像において暗くなる。
【００４５】
　試料Ａが接着している底板１ｂは、撮像面４２ａと光学的に共役な位置にあり、試料Ａ
の撮影範囲も撮像面４２ａ同様の向きの長方形である。光源部３を撮像面４２ａの長辺に
沿う方向において長辺の略中央に配置することによって、試料Ａの光源部３から近い位置
と遠い位置との差が小さくなり、試料Ａへの光の入射角の差が小さくなる。したがって、
画像に生じる明るさの差を低減することができるという利点がある。
【００４６】
　第１および第２の実施形態においては、光源部３１が、図９に示されるように、光源本
体３ａから発せられた照明光を収斂するレンズ３ｂと、該レンズ３ｂによって収斂された
照明光を拡散させる拡散板３ｃとをさらに備えていてもよい。
　本変形例によれば、光源本体３ａから発散光束として発せられる照明光を収斂させるこ
とによって、照明効率を向上し、画像の明るさを向上することができる。また、拡散板３
ｃによって照明光を拡散させることにより、照明光の明るさを均一化し、明るさムラが低
減された画像を得ることができる。
【００４７】
　第１および第２の実施形態においては、図１０に示されるように、照明光を反射する反
射部１２がステージ２の上方に設けられていてもよい。
　反射部１２は、容器１の上板１ａよりも上方に配置され、上板１ａを透過した照明光を
下方へ反射する。
【００４８】
　本変形例によれば、反射部１２の反射面に上板１ａより反射率の高い材質を用いること
によって、照明効率を向上することができる。また、上板１ａの試料Ａに対する高さは容
器１の種類によって異なるが、反射部１２を配置することで、試料Ａに対する高さを一定
にすることができる。したがって、どのような種類の容器１を使用した場合にも、光源部
３、反射部１２、試料Ａ、および対物レンズ４１の間の相対距離は同一となり、試料Ａへ
の入射角等の照明特性を安定させることができる。
【符号の説明】
【００４９】
１００，２００　観察装置
１　容器
２　ステージ
３　光源部
３ａ　光源本体
３ｂ　レンズ
３ｃ　拡散板
４　撮影部
４２　撮像素子
４２ａ　撮像面
５　可動台（保持部）
５３　回転軸
５０１　可動台（第１の保持部）
６　撮影位置移動部
７，７１　光源移動部
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１０　回転筒（第２の保持部）
１２　反射部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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